
４

５

■
日
日

基準と標準マニュアルの発衰

Ⅲ)スクー′ヽダイビング活動の区分と撮念

スタイル(形態)姿 勢 分野 目的

〔2)基準の発表

1スクリーこング ま 抜と技能瑳語のスタンダート

をトレーニング基準

活動基準と危機管理墓揮

発表とディスカッション

マ ニ ュア ル 例 の 発 表 とデ ィス カッシ ョン

中)訓練生のサイエンスダイビンク

(2)大学のダイビングクラブ活動マニュアル

(3)中深度でのサイエンスダイビング

(4)電泉洞(岩子)地底湖への漕水

(5)減E症 予防とマニュアルの関連性についての議評

日本におけるセルフダイビングの現状と課題

jausセルフダイビング研究会

様催 深病目査爆彰カメラ フークショップ

参加のお申し込みは、メールにて

jaus201 0@gmailicom
メール内容を確認後 参加方法をご案内いたします

シンポジウムの定員は150名 を予定しております

参加希望数が 定員に達し次第、締め切りときをモ ■ t==■

ご連絡は お早めに

じ 鳳裕鷺黒 効蔵事業 5円Zにュ 鞠 誌話学協会


